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「
選
挙
区
等
調
査
特
別
委

員
会
」は
、去
る
9
月
15
日
、

10
月
4
日
・
6
日
と
相
次
い

で
委
員
会
を
開
催
。
10
月
4

日
の
第
3
回
委
員
会
で
正
副

委
員
長
は
、
総
定
数
を
現
行

の
58
の
ま
ま
と
し
た
場
合
、

議
員
一
人
当
た
り
の
人
口
が

少
な
い
選
挙
区
を
隣
接
区
へ

合
区
す
る
と
「
1
票
の
格

差
」
が
2
倍
以
内
に
な
る
と

す
る
試
算
、い
わ
ゆ
る「
た
た

き
台
」を
示
し
、
各
会
派
が

持
ち
帰
り
議
論
し
ま
し
た
。

　
2
日
後
の
第
4
回
委
員
会

で
は
、
各
会
派
が
持
ち
帰
っ

て
検
討
し
た
結
果
を
報
告
し

合
い
ま
し
た
が
、
「
会
派
と

し
て
意
見
は
ま
と
ま
っ
て
お

ら
ず
、
時
間
を
か
け
て
集
約

し
て
い
き
た
い
」
と
の
発
言

も
あ
り
、
「
総
定
数
や
飛
び

地
と
い
っ
た
選
挙
区
に
つ
い

て
も
各
会
派
で
検
討
し
て
も

ら
っ
た
上
で
、
正
副
委
員
長

案
を
出
し
た
い
」
と
さ
れ
ま

し
た
。

　
我
が
会
派
「
信
州
・
新

風
・
み
ら
い
」
は
、
「
現
行

定
数
を
定
め
て
以
降
の
人
口

減
少
分
を
加
味
し
て
検
討
す

る
と
と
も
に
、
1
票
の
格
差

の
2
倍
以
内
を
確
保
し
つ
つ

飛
び
地
の
解
消
に
努
め
る
」

と
し
て
い
ま
す
が
、
多
く
の

意
見
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、

よ
り
一
層
幅
広
く
検
討
を
深

め
て
ま
い
り
ま
す
。
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議
会
運
営
委
員
会
は
、
11

月
定
例
会
を
別
記
の
と
お
り

16
日
間
（
予
定
）
に
す
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。

　
定
例
会
の
日
程
は
、
こ
れ

ま
で
開
会
1
週
間
前
に
議
会

運
営
委
員
会
で
決
め
発
表
し

て
い
ま
し
た
が
、
県
民
か
ら

「
早
く
知
り
た
い
」
と
の
要

望
が
そ
の
都
度
30
件
ほ
ど
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
議
会
改
革

の
一
環
と
し
て
大
幅
に
前
倒

し
し
て
予
定
日
を
公
表
す
る

こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。

　
11
月
定
例
会
の
予
定
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
11
月
24
日
　
開
会

▽
29
〜
12
月
2
日
　
一
般
質
問

▽
5
〜
8
日
　
委
員
会
審
議

▽
9
日
　
閉
会

進
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よ
う
議
会
改
革

進
め
よ
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議
会
改
革

11
月
定
例
会
日
程

11
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催
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定

11
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ら
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定

　
政
策
集
団
を
自
負
す
る
我

が
会
派「
信
州
・
新
風
・み
ら

い
」は
、10
月
7
日
の
9
月
定

例
会
閉
会
後
、「
平
成
29

年
度
予
算
編
成
と
当
面
の

課
題
に
関
す
る
提
案
書
」

を
、小
島
代
表
が
阿
部
知

事
に
手
渡
し
ま
し
た
。冒

頭
、小
島
代
表
は「
会
派
に

寄
せ
ら
れ
た
県
民
皆
様
の

ご
意
見
や
ご
要
望
を
踏
ま

え
た
も
の
で
、し
っ
か
り
検

討
い
た
だ
き
た
い
」と
力
強

く
要
望
し
ま
し
た
。

　
こ
の
提
案
書
は
、常
に
県

民
目
線
の
政
策
実
現
を
目

指
す
立
場
か
ら
、き
め
細

や
か
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

内
容
を
更
に
充
実
さ
せ
た

結
果
、昨
年
よ
り
15
項
目

多
い
2
7
0
項
目
に
及
び

ま
し
た
。地
方
交
付
税
制

度
の
堅
持
を
国
に
働
き
か
け

る
こ
と
、大
北
森
林
組
合
の
補

助
金
不
適
正
事
案
に
係
る
責

任
の
所
在
の
明
確
化
や
県
民

負
担
を
生
じ
さ
せ
な
い
こ
と
、

次
期
総
合
計
画
策
定
で
は
検

討
期
間
を
確
保
し
県
民
各
層

の
意
見・要
望
を
し
っ
か
り
把

握
す
る
こ
と
、現
地
機
関
の
見

直
し
は
地
方
分
権
の
実
が
挙

が
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と
、来

年
度
で
2
期
目
が
終
わ
る

「
森
林
づ
く
り
県
民
税
」は
林

業
県
を
目
指
す
観
点
か
ら
十

分
検
討
し
て
い
く
こ
と
な
ど

が
主
な
要
望
内
容
で
す
。

　
知
事
は「
国
と
地
方
の
役

割
分
担
を
明
確
に
し「
勝
ち

組・負
け
組
」が
出
な
い
よ
う

行
政
を
進
め
て
い
く
思
い
は
、

会
派
の
皆
様
と
同
感
で
あ

る
」と
答
え
ま
し
た
。

　
我
が
会
派
で
は
、各
議
員
の

質
や
力
量
を
高
め
る
と
同
時

に
今
後
の一般
質
問
や
委
員
会

質
疑
を
通
じ
、2
7
0
項
目

の
着
実
な
実
現
に
向
け
て
精

力
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
提
案
書
の
詳
細
は「
信
州・

新
風・み
ら
い
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。冊

子
を
ご
希
望
の
方
は
、会
派
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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等

    

2
7
0
項
目
＝
阿
部
知
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に
要
望

平
成
29
年
度
予
算
編
成
等

    

2
7
0
項
目
＝
阿
部
知
事
に
要
望

◎
活
力
あ
る
産
業
づ
く
り

○
観
光
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備

（
県
単
公
共
72
箇
所
）

9
億
9
9
0
0
万
円

○
農
地
の
大
区
画
化
や
畑
地

の
か
ん
が
い
施
設
の
整
備

等
（
補
助
公
共
）

15
億
1
5
9
3
万
円

○
間
伐
等
に
よ
る
森
林
整
備

を
推
進
（
補
助
公
共
）

16
億
2
2
8
2
万
円

◎
障
が
い
者
・
困
難
を
抱

え
る
子
ど
も
の
支
援

○
障
が
い
者
の
た
め
の
施
設

や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整

備
費
用
の
一
部
を
助
成

3
億
7
8
1
8
万
円

◎
生
活
基
盤
の
維
持
向
上

○
生
活
に
密
着
し
た
道
路
・

橋
梁
の
整
備（
補
助
公
共
）

17
億
7
5
9
5
万
円

○
道
路
舗
装
、
橋
梁
や
堤
防

の
修
繕
、
改
修
等
（
県
単

公
共
1
2
0
箇
所
）

12
億
1
7
0
0
万
円

◎
防
災・減
災
対
策
の
推
進

○
河
川
改
修
や
浸
水
想
定
区
域

図
の
策
定
等（
補
助
公
共
）

29
億
6
1
4
9
万
円

○
た
め
池
等
の
耐
震
化
や
地

す
べ
り
対
策（
補
助
公
共
）

16
億
6
9
8
8
万
円

○
雨
氷
被
害
等
へ
の
対
応

（
県
単
公
共
43
箇
所
）

7
億
9
9
0
万
円

補
正
予
算
の
ポ
イ
ン
ト

　９
月
定
例
県
議
会
は
、
９
月
21
日
に
開
会
し
、
10
月
７
日
ま
で
の
17
日
間
の
会

期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
産
業
振
興
や
障
が
い
者
・
子
ど
も
の
支
援
、
生
活
基
盤

の
整
備
、
防
災
・
減
災
対
策
の
た
め
の
取
組
を
盛
り
込
ん
だ
１
９
６
億
２
８
６
万

９
千
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
案
等
の
知
事
提
出
14
議
案
及
び
13
件
の
専
決
処
分

報
告
を
審
議
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

　こ
の
ほ
か
、
我
が
会
派
提
出
の
「
精
神
障
害
者
に
対
す
る
交
通
運
賃
割
引
制
度

の
適
用
を
求
め
る
意
見
書
案
」
な
ど
議
員
提
出
7
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　４
日
間
開
催
さ
れ
た
一
般
質
問
で
は
、
議
員
31
名
（
「
信
州
・
新
風
・
み
ら

い
」
は
９
名
）
が
演
壇
に
立
ち
、
現
地
機
関
の
見
直
し
や
大
北
森
林
組
合
補
助
金

問
題
、
子
ど
も
・
若
者
対
策
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
な
ど
を
質
し
ま
し
た
。

９月定例会
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生
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基
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8
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1
9
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8
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飯
綱
町
議
会
か
ら
、

百
条
委
員
会
の
設
置

を
求
め
る
陳
情
が
出

さ
れ
る
中
行
わ
れ
た

一
般
質
問
で
は
、6
名

の
議
員
が
大
北
森
林

組
合
の
補
助
金
問
題

を
取
り
上
げ
、「
全

容
解
明
が
不
十
分
だ
、

更
な
る
調
査
を
求
め

る
」な
ど
と
強
く
質

し
ま
し
た
。こ
れ
ら
に

対
し
阿
部
知
事
は

「
す
で
に
十
分
に
調

査
し
た
」と
の
答
弁

に
終
始
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、県
は
、国
が

県
に
課
し
た
加
算
金

3
億
5
千
万
円
余

を
含
む
11
億
1
千

万
円
余
を
、9
月
12

日
に
国
に
納
付
し
ま
し
た

が
、組
合
か
ら
の
返
還
は
未

だ
に
未
確
定
の
ま
ま
で
す
。

　
組
合
は
、来
年
の
1
月
ま

で
に
返
還
計
画
を
示
す
と

す
る
中
、所
管
の
農
政
林
務

委
員
会
に
組
合
の
現
組
合

長
、専
務
理
事
が
参
考
人

と
し
て
出
席
、「
早
期
返
還

の
責
務
は
自
覚
し
て
い
る
」

と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た

が
、裁
判
を
理
由
に
事
案
の

内
容
に
つ
い
て
は
一
切
口
を

閉
ざ
し
た
ま
ま
で
し
た
。

　
今
後
、裁
判
の
行
方
を

見
極
め
な
が
ら
、継
続
審
査

と
な
っ
た
百
条
委
員
会
設

置
の
是
非
、補
助
金
返
還
に

係
る
課
題
解
決
に
向
け
引

き
続
き
徹
底
し
た
全
容
解

明
を
求
め
て
い
き
ま
す
。
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